
                          

超
過
額
は
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

海
運
の
需
要
も
ふ
え
、
日
本
の
船
会
社
が
外
国
か
ら
受
け
と
っ 

た
運
賃
や
用
船
料
も
激
増
し
た
。
こ
の
た
め
海
運
・
造
船
・
鉱
業 

界
の
あ
げ
た
利
益
は
空
前
の
巨
額
に
昇
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
前
は 

一
～
三
割
の
利
益
率
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
業
界
が
、
大
正
七
年
の 

下
半
期
に
は
一
七
～
一
九
割
の
利
益
率
を
公
表
し
た
と
い
う
の
だ 

か
ら
、
い
か
に
莫
大
な
利
潤
を
あ
げ
た
か
が
想
像
で
き
よ
う
。 

 

大
小
無
数
の
戦
争
成
金
が
輩
出
し
た
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ 

た
。
ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
戦
は
日
本
に
と
っ
て
「
天
佑

て
ん
ゆ
う

神
助
」 

で
あ
っ
た
の
だ
。日
本
が
近
代
的
な
工
業
国
家
に
成
長
し
た
の
も
、 

こ
の
大
戦
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。 

 
 

        

 

第
二
節 

世
界
大
戦
と
景
気 

一 

全
国
的
な
傾
向 

 
 

(一) 

沸
き
立
つ
財
界 

 

大
戦
勃
発
の
当
初
、
日
本
は
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
。
し
か 

し
、
大
戦
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
連
合
国
か
ら
の
軍
需
品
や
日
用 

品
の
発
注
が
多
く
な
っ
て
き
た
う
え
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ 

カ
な
ど
か
ら
の
需
要
も
増
大
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
開
戦
翌
年 

の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
中
ご
ろ
か
ら
、
日
本
の
輸
出
は
非 

常
な
活
況
を
呈
し
て
き
た
。
大
正
四
年
の
輸
出
貿
易
は
未
曾
有
の 

盛
況
で
、
そ
の
総
額
は
七
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
の
ぼ
っ
た
が
、
翌 

五
年
は
一
一
億
二
七
〇
〇
万
円
、六
年
に
は
一
六
億
三
〇
〇
万
円
、 

七
年
に
は
一
九
億
六
二
〇
〇
万
円
と
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
増
大
し 

て
い
っ
た
。
一
方
、
輸
入
額
は
さ
ほ
ど
ふ
え
な
か
っ
た
か
ら
輸
出 

      

大
正
三
年
、
日
本
の
農
業
生
産
髙
は
一
四
億
円
、
こ
れ
に
た
い 

し
て
工
業
生
産
高
は
や
や
下
ま
わ
っ
て
一
三
億
七
〇
〇
〇
万
円
で 

あ
っ
た
。
そ
れ
が
大
正
八
年
に
な
る
と
四
一
億
六
〇
〇
〇
万
円
― 

六
七
億
四
〇
〇
〇
万
円
と
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
産
業
の
発
達
は 

大
資
本
家
を
ま
す
ま
す
太
ら
せ
て
い
っ
た
。
事
実
、
こ
の
大
戦
で 

日
本
の
資
本
主
義
体
制
は
め
ざ
ま
し
く
強
化
発
達
し
た
。
大
正
三 

年
に
払
込
み
資
本
金
五
〇
〇
万
円
以
上
の
会
社
は
全
体
の
〇
・
三 

七
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
大
正
八
年
に
は
一
・
七 

七
パ
ー
セ
ン
ト
に
急
増
し
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
ろ
、
成
金
た
ち
が
有
頂
天

う
ち
よ
う
て
ん

の
あ
ま
り
、
な
か
に
は
ロ
ー 

ソ
ク
の
か
わ
り
に
百
円
札
に
火
を
つ
け
て
明あ

か

り
に
し
た
と
か
、
客 

を
招
待
す
る
の
に
数
百
畳
じ
き
の
座
敷
を
も
つ
御
殿
を
建
て
た
と 

か
い
っ
た
た
ぐ
い
の
、
ば
か
ば
か
し
い
よ
う
な
実
話
が
伝
わ
っ
て 

い
る
。 

 
 

(二) 

物
価
の
暴
騰 

 

し
か
し
、
成
金
が
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
し
て
い
る
一
方
で
、
庶 

民
は
空
前
の
物
価
騰
貴
の
た
め
に
生
活
苦
に
喘
ぐ
羽
目
に
な
る
の 

で
あ
っ
た
。
大
正
三
年
の
物
価
指
数
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
六
年
に 

は
一
七
九
、
七
年
に
は
二
三
〇
、
八
年
に
は
二
四
八
、
九
年
に
は 
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景
気
の
波
が
お
し
よ
せ
て
き
た
。
軍
用
品
の
注
文
が
な
く
な
っ
た 

う
え
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
が
平
常
に
も
ど
り
だ
し
た
た 

め
で
あ
る
。
輸
出
は
目
に
見
え
て
減
っ
て
、
株
の
相
場
が
一
挙
に 

暴
落
し
た
。
せ
っ
か
く
工
場
を
ひ
ろ
げ
て
機
械
を
増
や
し
、
大
量 

生
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
に
、
品
物
の
売
れ
行
き
が 

止
ま
っ
た
た
め
に
、
使
え
な
い
設
備
と
大
き
な
借
金
を
の
こ
し
て 

倒
産
す
る
会
社
が
続
出
し
た
。 

 

産
業
の
発
達
と
好
調
な
輸
出
、
増
え
る
一
方
の
海
運
な
ど
の
収 

入
で
も
た
ら
さ
れ
た
好
景
気
は
、
す
べ
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
お 

か
げ
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
戦
争
が
終
わ
れ
ば
、
景
気
が
く
ず
れ
る 

の
は
さ
け
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
こ
で 

ぐ
っ
と
ふ
み
こ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
日
本 

経
済
の
底
の
浅
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

大
正
七
年
一
月
の
白
米
一
升
の
小
売
価
格
は
三
〇
銭
、
そ
れ
が 

二
月
＝
三
一
銭
、
三
月
＝
三
二
銭
、
四
、
五
月
＝
三
三
銭
、
六
月 

＝
三
四
銭
、
七
月
＝
三
六
銭
と
漸
騰

ぜ
ん
と
う

、
八
月
に
は
つ
い
に
四
五
銭 

ま
で
ハ
ネ
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

二
七
三
と
、
急
騰
を
つ
づ
け
、
物
価
は
戦
前
の
ほ
ぼ
三
倍
に
な
っ 

た
の
で
あ
る
。
前
代
未
聞
の
物
価
騰
貴
で
企
業
家
の
つ
か
ん
だ
利 

益
は
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
般
民
衆
の
賃
金
や
月
給
の
値 

上
が
り
は
物
価
騰
貴
に
は
る
か
に
お
よ
ば
な
か
っ
た
。
大
正
三
年 

の
東
京
賃
金
指
数
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、
七
年
の
そ
れ
は
一
五
七 

で
あ
る
。
七
年
の
物
価
指
数
は
二
三
〇
で
あ
る
か
ら
、
実
質
賃
金 

は
大
正
三
年
の
一
〇
〇
が
四
年
後
の
七
年
に
は
六
八
に
低
下
し
た 

こ
と
に
な
る
。
ま
た
下
級
官
吏
で
あ
る
判
任
官
の
実
質
月
給
指
数 

は
、
同
じ
年
間
に
五
三
・
五
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、 

労
働
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
活
が
困
窮
し
て
く
る
の
は
当
然
で 

あ
る
。
こ
れ
は
農
民
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
他
の
商
品
の 

価
格
が
暴
騰
し
て
い
た
の
に
、
生
産
米
価
は
大
正
六
年
の
は
じ
め 

ま
で
ほ
と
ん
ど
騰
貴
の
勢
い
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
生
活 

苦
は
ひ
し
ひ
し
と
国
民
の
上
に
の
し
か
か
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う 

し
た
背
景
が
の
ち
の「
米
騒
動
」へ
の
導
火
線
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 
 

(三) 

た
ち
ま
ち
不
景
気
に 

 

第
一
次
世
界
大
戦
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
休
戦
が
成
立 

し
た
。
そ
の
後
、
一
年
ほ
ど
は
ま
だ
戦
争
景
気
の
余
熱
の
よ
う
な 

も
の
が
の
こ
っ
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
に
な
る
と
、
大
き
な
不 

       

二 

奄
美
に
お
け
る
動
向 

 
 

(一) 

紬
景
気 

 

当
時
の
大
島
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
ぼ
っ
発
し
た
第
一 

次
世
界
大
戦
を
き
っ
か
け
に
大
島
紬
の
全
盛
期
を
む
か
え
て
い 

た
。
大
正
四
年
の
一
反
一
〇
円
か
、
大
正
六
年
に
は
一
八
円
に
、 

大
正
七
年
に
は
二
三
円
に
、大
正
八
年
に
は
三
七
円
に
急
上
昇
し
、 

織
り
さ
え
す
れ
ば
売
れ
る
。
通
帳
一
冊
で
飯
が
く
え
る
。「
ビ
ー 

ル
で
足
を
洗
う
」
時
代
が
到
来
し
た
。
紬
取
引
目
当
て
に
、
第
四 

十
七
銀
行
（
鹿
児
島
銀
行
の
前
身
）
大
島
支
店
が
で
き
た
の
が
大 

正
六
年
九
月
、
九
年
に
は
鹿
児
島
商
業
銀
行
支
店
も
設
立
さ
れ
、 

大
島
紬
の
荷
為
替
取
引
き
、
担
保
貸
し
出
し
、
割
引
手
形
貨
出
し 

な
ど
活
発
に
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
、
伊
仙
町
（
当
時
島
尻
村
）
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
大
正
六 

年
に
は
三
七
七
反
で
七
五
三
六
円
（
一
反
二
〇
円
）
七
年
に
は
六 

〇
三
四
反
で
十
五
万
八
五
〇
円
（
一
反
二
五
円
）、
八
年
に
は
七 

一
六
〇
反
で
二
十
一
万
五
三
八
〇
円
（
一
反
三
〇
円
）
と
値
上
り 

空
前
の
紬
景
気
と
な
っ
た
。
当
時
紬
織
子
の
賃
金
は
一
日
四
十
銭 
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で
、
一
般
労
働
男
四
十
銭
か
ら
五
十
銭
、
女
二
十
五
銭
か
ら
三
十 

銭
に
比
較
し
て
家
に
す
わ
り
な
が
ら
で
き
る
紬
織
り
は
女
に
と
っ 

て
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
。 

 
 

(二) 
ゆ
り
景
気 

 

沖
永
良
部
に
お
い
て
は
、
ゆ
り
栽
培
の
面
か
ら
見
る
こ
と
に
す 

る
。
小
林
正
芳
著
「
沖
永
良
部
島
に
お
け
る
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
栽
培 

六
十
五
年
史
」
に
よ
る
。 

 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
） 

 

ユ
リ
根
販
売
価
格
の
上
昇
に
よ
り
、
沖
永
良
部
島
は
好
景
気
と 

な
る
。 

 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
） 

 

ユ
リ
根
が
よ
く
で
き
て
、
ユ
リ
景
気
で
島
は
に
ぎ
わ
い
、
沖
縄 

芝
居
や
サ
ー
カ
ス
が
来
て
活
気
に
あ
ふ
れ
た
。
価
格
は
六
寸
球
三 

銭
、
七
寸
球
五
銭
、
八
寸
球
七
銭
、
九
寸
球
九
銭
、
尺
球
十
一
銭 

で
和
泊
村
の
売
上
高
は
一
六
八
万
三
千
球
で
八
万
四
千
百
五
十
円 

に
な
り
、
そ
の
主
な
栽
培
地
は
和
泊
・
手
々
知
名
・
喜
美
留
で
生 

産
額
か
ら
見
れ
ば
、
黒
糖
に
次
ぐ
移
出
品
と
し
て
大
き
な
伸
び
を 

示
し
た
。 

 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
） 

        

米
国
が
輸
入
禁
止
を
解
除
し
た
の
で
需
要
が
増
大
し
た
が
、
島 

の
生
産
量
が
需
要
数
に
不
足
し
た
た
め
、
商
人
の
競
買
と
な
り
、 

五
寸
球
六
銭
、
六
寸
球
以
上
平
均
二
十
銭
、
九
寸
球
以
上
三
十
銭 

と
大
変
な
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
た
。 

 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
） 

 

前
年
と
は
逆
に
六
寸
球
五
銭
、
七
寸
球
七
銭
、
八
寸
球
九
銭
、 

九
寸
球
以
上
十
三
銭
と
安
く
な
っ
た
。 

 
 

(三) 

経
済
恐
慌 

 

大
正
九
年(

一
九
二
〇
）三
月
の
株
式
市
場
の
暴
落
に
は
じ
ま
っ 

た
恐
慌
は
、
つ
づ
い
て
商
品
の
大
暴
落
と
な
り
、
綿
糸
・
織
物
・ 

生
糸
な
ど
軒
並
み
に
低
落
し
、
大
島
紬
は
大
正
一
〇
年
を
境
に
、 

稠
落
の
下
降
線
を
た
ど
っ
た
。
手
を
ひ
ろ
げ
す
ぎ
た
紬
業
者
は
何 

の
対
策
を
す
る
い
と
ま
も
な
く
倒
産
す
る
も
の
が
相
つ
ぎ
、
価
格 

下
落
と
売
行
き
不
振
の
し
わ
よ
せ
は
、
織
工
の
賃
金
不
払
い
、
賃 

下
げ
と
な
っ
て
生
活
を
お
び
や
か
し
た
。
大
島
紬
の
値
段
は
目
に 

み
え
て
下
落
し
、
一
夜
あ
け
る
ご
と
に
ガ
タ
お
ち
し
「
当
時
の
大 

暴
落
は
一
反
一
五
円
に
な
っ
て
も
買
手
が
な
か
っ
た
」
そ
の
た
め 

製
品
を
売
っ
て
も
糸
代
も
払
え
な
い
状
態
が
続
い
た
。
織
工
の
生 

活
は
悲
惨
で
多
く
の
借
金
を
か
か
え
、
嫁
入
り
に
タ
ン
ス
や
鏡
台 

              

重
要
輸
出
品
の
種
類
に
ユ
リ
が
加
え
ら
れ
た
。 

 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
） 

 
世
界
大
戦
に
よ
り
米
国
が
輸
入
禁
止
を
し
た
た
め
不
況
に
な 

り
、
ほ
と
ん
ど
取
り
引
き
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
） 

       

の
か
わ
り
に
家
の
借
金
を
背
お
っ
て
嫁
ぐ
有
様
だ
っ
た
。 

 

砂
糖
の
相
場
も
、
大
正
九
年
五
月
の
百
斤
当
り
、
二
九
円
五
六 

銭
が
、
十
一
月
に
は
一
五
円
三
四
銭
と
四
割
に
下
り
、
一
〇
年
五 

月
に
は
一
〇
円
八
六
銭
、
六
月
に
は
九
円
九
四
銭
と
あ
れ
よ
あ
れ 

よ
と
い
う
間
に
下
り
「
甘
蔗
一
反
歩
の
収
入
は
、
七
九
円
七
九
銭 

に
す
ぎ
な
い
の
に
、
栽
培
費
四
三
円
四
〇
銭
、
製
造
費
五
四
円
、 

計
九
七
円
四
〇
銭
を
要
し
、
二
一
円
の
損
失
だ
」
と
政
府
に
救
済 

を
訴
え
た
。
砂
糖
の
値
段
も
、
昭
和
五
年
の
農
業
恐
慌
で
さ
ら
に 

下
り
、昭
和
六
年
の
砂
糖
相
場
は
一
丁
八
円
、九
円
代
に
さ
が
り
、 

紬
の
不
況
と
か
さ
な
り
「
ソ
テ
ツ
地
獄
」
と
い
わ
れ
た
。 

 

な
お
、
近
藤
大
島
支
庁
長
は
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う 

に
説
明
し
て
い
る
。 

 

大
島
経
済
は
大
正
八
年
頃
ま
で
は
大
体
二
十
八
万
円
程
度
の
も 

の
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
時
運
の
進
歩
と
財
界
の
好
況
の
結
果
が
九 

年
に
は
一
躍
し
て
四
十
万
円
に
近
き
予
算
に
膨
張
し
今
日
四
十 

四
、
五
万
円
の
間
で
あ
る
。
然
る
に
十
一
年
頃
よ
り
形
勢
は
急
転 

直
下
し
て
不
況
の
た
め
事
業
家
と
い
わ
ず
農
家
と
商
店
と
い
わ
ず 

大
な
る
打
撃
を
被
り
、
延
い
て
納
税
の
成
績
不
良
と
な
り
、
や
む 

な
く
課
税
率
を
低
下
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
殊
に
主
要
産
物 

の
紬
が
好
況
時
代
に
は
千
二
百
万
円
乃
至
千
四
百
万
円
の
移
出
が 

大正元年より大正9年までの和泊村の生産実績 

年 次 作付面積(ha) 収穫高(球) 10a当り球数 生産額(円) 

大正元年 19.50 489,060 2,508 9,782 

 2 36.60 732,000 2,000 18,300 

 3 30.60 1,683,000 5,500 84,150 

 4 52.00 2,930,730 5,636 26,376 

 5 50.40 3,276,000 6,500 16,380 

 6 37.10 1,855,000 5,000 9,275 

 7 10.10 404,000 4,000 362 

 8 11.30 135,600 1,200 87,984 

 9   869,700   60,879 
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あ
っ
た
の
に
、
相
場
は
下
落
に
下
落
を
続
け
、
今
日
は
半
値
に
も 

達
せ
ぬ
惨
め
な
状
態
で
あ
る
。 

 

次
に
町
村
方
面
で
は
小
学
校
教
員
俸
給
支
払
状
態
が
悪
く
、
郡 

内
一
町
二
十
ヶ
村
の
う
ち
に
満
足
に
俸
給
を
支
払
い
得
る
村
は 

七
ヶ
村
に
過
ぎ
ず
、
余
の
町
村
は
或
い
は
二
ヶ
月
、
三
ヶ
月
、
甚 

し
き
は
四
ヶ
月
も
支
払
う
事
が
出
来
ぬ
実
情
で
、
如
何
に
自
治
体 

が
財
政
上
困
っ
て
い
る
の
か
は
窺
知
さ
れ
る
。 

 

牛
の
数
も
数
年
前
ま
で
は
一
万
五
千
頭
で
あ
っ
た
の
に
、
本
年 

昭
和
三
年
は
漸
次
減
尐
し
て
一
万
五
百
頭
と
な
っ
て
い
る
。
之
は 

他
に
売
っ
て
金
に
す
る
品
物
が
な
い
為
に
、
最
愛
の
牛
を
売
却
し 

た
結
果
で
あ
る
。
地
所
の
如
き
も
売
っ
て
了
う
か
ら
自
作
農
か
ら 

小
作
農
へ
移
る
者
の
数
も
多
い
。 

 

伊
仙
町
誌
の
記
録
に
よ
る
と
大
正
七
年
の
七
月
の
全
国
米
騒 

動
、
同
八
月
二
十
四
日
の
住
用
村
西
仲
間
で
起
っ
た
米
騒
動
の
反 

響
は
大
き
く
、
県
や
米
穀
商
組
の
協
定
で
各
村
の
白
米
一
升
が
三 

十
三
銭
と
な
り
、
唐
白
米
が
一
升
二
十
四
銭
と
な
っ
た
が
、
徳
之 

島
で
も
同
様
値
段
で
売
ら
れ
た
。
と
あ
る
の
で
沖
永
良
部
に
お
い 

て
も
同
様
の
値
段
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
般
労
働
の
男 

子
の
一
日
賃
金
が
四
十
銭
～
五
十
銭
で
あ
る
の
に
比
較
す
る
と
い 

か
に
米
価
が
家
計
を
圧
迫
し
た
か
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ 

                          

る
。 

 

こ
の
よ
う
な
生
活
に
た
え
か
ね
て
、
出
稼
ぎ
に
阪
神
地
方
へ
行 

く
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
た
い 

し
て
技
術
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
女
子
は
紡
績
へ 

男
子
は
肉
体
労
働
へ
と
流
れ
て
行
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
不
況
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
追
い
打
ち
を
か
け 

ら
れ
深
刻
の
度
を
加
え
昭
和
時
代
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

奄
美
に
お
い
て
も
「
昭
和
二
年
の
天
皇
行
幸
」
を
記
念
し
て
、 

「
昭
和
一
新
会
」「
自
力
更
正
」
等
の
精
神
運
動
と
と
も
に
、
県
・ 

国
に
お
い
て
も
「
大
島
郡
振
興
計
画
」
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ 

た
の
で
あ
る
。 
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